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高頻度ジェット換気(HFJV)は.その限界も指

摘されるが，時には有効例もみられる.今回急性呼

吸不全(含む慢性呼吸不全の急性増悪)に対する HF

JVの有効性を検討した.

【対象と検討方法】対象は，基本的にはPEEPで

効果のえられない急性呼吸不全例とした.過去8年

間に 26例に施行した.疾患内訳等を表lに示す.

施行理由は，低酸素血症改善が26例(全例)， 9例

(35%)で高炭酸ガス血症改善も兼ねた. HF J V 

にはVS 600を用い， P E E Pに重積する形で施行

した.また呼気終末圧および分時換気量に大きな変

動が無いように人工呼吸器の設定を変更した.

HFJVの有効性の判定基準は，酸素化能に関し

ては，①Pau2が50 mmHgかっ20 ~o以上の増加，

②A a D 0 /FI02= 1. 0) 5 0 mrnHgfJ，上の増加または③

シャン ト率20%以上の減少とし，炭酸ガス排出能

は， PaC02の30%以上の減少とした.以上の所

見が24時間以上持続した際を改善とした.

[表1:疾患内訳(総計26例)] 

男女比 14 : 1 2，平均年齢 52::!::17歳

施行目的 : 低酸素血症の改善 26例，

高炭酸ガス血症の改善 9例

肺病変および原疾患(背景病態)

A R D S (肺炎を除く ) 1 8例

肝硬変，食道静脈溜破裂

汎発性腹膜炎 (大腸穿孔等)

急性騨炎

その他 (GVHD，TSS， MRA， 

心肺停止後，消化管大量出血後等)

肺炎 (含む鴨下性肺炎 6例

Wegen巴 r肉芽腫症 1例

慢性呼吸不全急性増悪 I例

4例

3~J 

2例

9~J 

【結果および考察】生存は 19 %( 5例〉で，低酸素

血症の改善は 16例(62%)，高炭酸ガス血症の改

善は56%( 9例中5例〕にみられた.背景病態に関

しては，生存伊IJ，酸素化能共，肺炎で良好 (各々

3 3， 67%)， A R D Sで不良(各々 11， 

56%)な傾向がみられたが，年齢，性別等に差は

なかった (表2).このHFVによる肺胞ガス交換

の改善の機序としてFRCの増加，換気血流比の改

善 p;客疾排出促進， リンパ還流の促進などがあげら

れているが.まだ十分には解明されているとはし、え

ない.

【まとめ】 重症急性呼吸不全に対するHFJVの効

果につき検討した所，生存1990，酸素化能改善

6 200，高炭酸ガス血症改善は， 56%にみられ

た.有効，無効例聞に性別， 年齢， 呼吸障害の程度

等に大きな違いはみられなかった.以上よりまだ救

命率は十分ではないが，通常の機械呼吸に抵抗する

重症呼吸不全に対して，選択肢のーっと考えられ

fこ.

[表2: 結果]

A:死亡率
生存 5~J Cl 996 ) 男女比 4 : 1，平均57歳，

疾患内訳 :ARDS 2例，肺炎 2例，

Wegener肉芽腫症 l例

死亡 21例(8196)，男女比 10:11，平均52歳

8:呼吸機能改善率

①酸素化能 1 6例 (62丸含生存5例)

男女比 8 : 8 平均52歳， 疾患内訳:

A R D S 1 0 -otJ，肺炎 4例，COLD 

急性増悪， Wegener肉芽腫症各1例

②高炭酸ガス血症 5例 (56地，含生存 l例)

男女比 2 : 3 平均61歳， 疾患内訳:

ARDS 3例， CuLD急性増悪，肺炎各l例

③無効 1 0例(抑制男女比 6 : 4，平均 53 

歳， 疾患、内訳:ARDS 8例，肺炎 2例


